
日
本
国
の
自
衛
隊
と
我
が
国
以
外
の
締
約
国
の
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
相
互
の
ア
ク
セ
ス
及
び
協
力
の
円
滑
化
に
関
す

る
日
本
国
と
我
が
国
以
外
の
締
約
国
と
の
間
の
協
定
の
実
施
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

道
路
運
送
法
及
び
道
路
運
送
車
両
法
の
適
用
除
外
（
第
三
条
）

第
三
章

刑
事
手
続
等
の
特
例
（
第
四
条
―
第
十
一
条
）

第
四
章

国
の
賠
償
責
任
の
特
例
（
第
十
二
条
―
第
十
四
条
）

第
五
章

特
殊
海
事
損
害
に
係
る
賠
償
の
請
求
に
つ
い
て
の
援
助
（
第
十
五
条
―
第
十
八
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
円
滑
化
協
定
の
適
確
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
円
滑
化
協
定
の
実
施
に
伴
う
道
路
運
送
法
（
昭
和

二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
及
び
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
の
適
用
除
外
、
刑
事
手



続
等
の
特
例
、
国
の
賠
償
責
任
の
特
例
並
び
に
特
殊
海
事
損
害
に
係
る
賠
償
の
請
求
に
つ
い
て
の
援
助
に
関
す
る
措
置
を
定

め
、
も
っ
て
我
が
国
と
我
が
国
以
外
の
締
約
国
（
以
下
「
締
約
国
」
と
い
う
。
）
と
の
間
に
お
け
る
防
衛
の
分
野
に
係
る
協

力
の
円
滑
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

円
滑
化
協
定

日
本
国
の
自
衛
隊
と
締
約
国
の
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
相
互
の
ア
ク
セ
ス
及
び
協
力
の
円
滑
化
に
関
す

る
日
本
国
と
当
該
締
約
国
と
の
間
の
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
の

う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

イ

公
用
車
両
（
締
約
国
が
所
有
し
、
又
は
専
ら
締
約
国
が
賃
借
す
る
道
路
運
送
車
両
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自

動
車
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
で
あ
っ
て
、
締
約
国
軍
隊
の
構
成
員
又
は
締
約
国
軍
隊
の
文
民

構
成
員
が
公
務
の
執
行
の
た
め
に
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
我
が
国
に
お
け
る
義
務

の
免
除
に
関
す
る
事
項

ロ

刑
事
裁
判
権
の
行
使
の
特
例
に
関
す
る
事
項



ハ

国
の
賠
償
責
任
の
特
例
に
関
す
る
事
項

二

締
約
国
軍
隊

円
滑
化
協
定
に
基
づ
い
て
、
我
が
国
と
締
約
国
と
の
間
で
合
意
し
た
活
動
に
関
連
し
て
、
我
が
国
の
同

意
を
得
て
日
本
国
内
に
所
在
す
る
締
約
国
の
軍
隊
を
い
う
。

三

締
約
国
軍
隊
の
構
成
員

締
約
国
軍
隊
に
属
す
る
者
を
い
う
。

四

締
約
国
軍
隊
の
文
民
構
成
員

締
約
国
軍
隊
に
随
伴
す
る
締
約
国
の
国
籍
を
有
す
る
文
民
そ
の
他
我
が
国
及
び
締
約
国

が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
者
で
あ
っ
て
、
締
約
国
に
雇
用
さ
れ
る
も
の
又
は
締
約
国
軍
隊
に
勤
務
す
る
も
の
（
我
が
国
に

通
常
居
住
す
る
者
及
び
締
約
国
又
は
締
約
国
に
代
わ
る
者
と
の
役
務
の
提
供
を
内
容
と
す
る
契
約
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
事

業
に
従
事
す
る
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。

第
二
章

道
路
運
送
法
及
び
道
路
運
送
車
両
法
の
適
用
除
外

第
三
条

公
用
車
両
（
道
路
運
送
車
両
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
に
限
る
。
）
に
は
、
道
路
運
送
法
第
九
十
四
条

及
び
第
九
十
五
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２

公
用
車
両
（
道
路
運
送
車
両
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
に
限
り
、
我
が
国
に
お
い
て
賃
借
さ
れ
る
も
の
を
除

く
。
）
に
は
、
同
法
第
四
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
、
第
四
十
条
か
ら
第
四
十



三
条
ま
で
、
第
四
十
七
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
四
条
の
二
、
第
五
十
六
条
、
第
五
十
八
条
、
第
六

十
三
条
、
第
六
十
六
条
、
第
七
十
三
条
第
一
項
、
第
九
十
七
条
の
三
、
第
九
十
九
条
か
ら
第
九
十
九
条
の
三
ま
で
及
び
第
百

条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３

公
用
車
両
（
道
路
運
送
車
両
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
に
限
り
、
我
が
国
に
お
い
て
賃
借
さ
れ
る

も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
同
法
第
四
十
四
条
及
び
第
百
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

４

締
約
国
が
所
有
し
、
又
は
専
ら
締
約
国
が
賃
借
す
る
道
路
運
送
車
両
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
軽
車
両
で
あ
っ
て
、

締
約
国
軍
隊
の
構
成
員
又
は
締
約
国
軍
隊
の
文
民
構
成
員
が
公
務
の
執
行
の
た
め
に
使
用
す
る
も
の
（
我
が
国
に
お
い
て
賃

借
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
同
法
第
四
十
五
条
及
び
第
百
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
章

刑
事
手
続
等
の
特
例

（
逮
捕
さ
れ
た
締
約
国
軍
隊
の
構
成
員
又
は
締
約
国
軍
隊
の
文
民
構
成
員
の
引
渡
し
）

第
四
条

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
逮
捕
さ
れ
た
者
が
締
約
国
軍
隊
の
構
成
員
又
は
締
約
国
軍
隊
の
文
民
構
成
員
で
あ

り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
犯
し
た
罪
が
専
ら
締
約
国
の
財
産
若
し
く
は
安
全
の
み
に
対
す
る
罪
、
専
ら
締
約
国
軍
隊
の
構
成
員

若
し
く
は
締
約
国
軍
隊
の
文
民
構
成
員
の
身
体
若
し
く
は
財
産
の
み
に
対
す
る
罪
又
は
公
務
執
行
中
の
作
為
若
し
く
は
不
作



為
か
ら
生
ず
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
明
ら
か
に
該
当
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十

一
号
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
直
ち
に
被
疑
者
を
締
約
国
軍
隊
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

司
法
警
察
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
被
疑
者
を
締
約
国
軍
隊
に
引
き
渡
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
必
要
な
捜
査
を
行

い
、
速
や
か
に
書
類
及
び
証
拠
物
並
び
に
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
と
共
に
事
件
を
検
察
官
に
送
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
締
約
国
軍
隊
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
者
の
受
領
）

第
五
条

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
締
約
国
軍
隊
か
ら
日
本
国
の
法
令
に
よ
る
罪
を
犯
し
た
締
約
国
軍
隊
の
構
成
員
又
は

締
約
国
軍
隊
の
文
民
構
成
員
を
引
き
渡
す
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
官
の
発
す
る
逮
捕
状
に
つ
い
て
刑
事
訴
訟

法
第
二
百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
と
っ
て
、
被
疑
者
の
引
渡
し
を
受
け
、
又
は
検
察
事
務
官
若
し
く
は
司
法
警

察
職
員
に
そ
の
引
渡
し
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
二
百
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の
の
提
供
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の
に
つ
い
て
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
措
置
を
と
っ
て
、
そ
の
引
渡
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。



２

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
引
き
渡
さ
れ
る
べ
き
者
が
日
本
国
の
法
令
に
よ
る
罪

を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
十
分
な
理
由
が
あ
っ
て
、
急
速
を
要
し
、
あ
ら
か
じ
め
裁
判
官
の
逮
捕
状
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
告
げ
て
そ
の
者
の
引
渡
し
を
受
け
、
又
は
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
は
、
直
ち
に
裁
判
官
の
逮
捕
状
を
求
め
る
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逮
捕
状
が
発
せ
ら
れ
な
い
と
き
は
、
直
ち
に

そ
の
者
を
釈
放
し
、
又
は
釈
放
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
引
き
渡
さ
れ
る
者
を
受
け
取
っ
た
後
、
直
ち
に
そ
の
者
を

釈
放
し
、
又
は
釈
放
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
引
渡
し
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
百
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
被
疑
者

が
逮
捕
さ
れ
た
場
合
の
手
続
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
同
法
第
二
百
三
条
第
一
項
、
第
二
百
四
条
第
一
項
及
び
第
二
百
五
条

第
三
項
の
時
間
の
制
限
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
引
渡
し
が
あ
っ
た
時
か
ら
起
算
す
る
。

（
締
約
国
軍
隊
の
財
産
の
差
押
え
、
捜
索
等
）

第
六
条

締
約
国
軍
隊
の
財
産
（
締
約
国
軍
隊
が
日
本
国
内
に
所
在
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
日
本
国
内
に
所
在
す
る

締
約
国
の
軍
隊
の
財
産
で
あ
っ
て
、
締
約
国
軍
隊
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
の
捜
索
（
捜
索
状
の



執
行
を
含
む
。
）
、
差
押
え
（
差
押
状
の
執
行
を
含
む
。
）
、
刑
事
訴
訟
法
第
百
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記

録
提
供
命
令
（
当
該
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
に
よ
り
電
磁
的
記
録
を
提
供
さ
せ
る
こ
と
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単

に
「
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
」
と
い
う
。
）
又
は
検
証
（
検
証
状
の
執
行
を
含
む
。
）
は
、
検
察
官
若
し
く
は
司
法
警
察
員

が
締
約
国
軍
隊
（
締
約
国
軍
隊
が
日
本
国
内
に
所
在
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
締
約
国
の
軍
隊
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
権
限
あ
る
者
の
同
意
を
得
て
行
い
、
又
は
検
察
官
若
し
く
は
司
法
警
察
員
か
ら
締
約
国
軍
隊
の
権
限
あ
る

者
に
嘱
託
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
裁
判
所
又
は
裁
判
官
が
必
要
と
す
る
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
又
は
検
証
は
、

そ
の
裁
判
所
若
し
く
は
裁
判
官
が
締
約
国
軍
隊
の
権
限
あ
る
者
の
同
意
を
得
て
行
い
、
又
は
そ
の
裁
判
所
若
し
く
は
裁
判
官

か
ら
締
約
国
軍
隊
の
権
限
あ
る
者
に
嘱
託
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
締
約
国
軍
隊
等
へ
の
書
類
等
の
提
供
等
）

第
七
条

裁
判
所
、
検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
そ
の
保
管
す
る
書
類
若
し
く
は
証
拠
物
又
は
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
、
締

約
国
軍
隊
そ
の
他
の
締
約
国
の
権
限
あ
る
当
局
か
ら
、
締
約
国
軍
隊
の
構
成
員
又
は
締
約
国
軍
隊
の
文
民
構
成
員
が
犯
し
た

罪
に
係
る
刑
事
事
件
の
審
判
又
は
捜
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
。



一

そ
の
保
管
す
る
書
類
の
閲
覧
若
し
く
は
謄
写
を
許
し
、
謄
本
を
作
成
し
て
交
付
し
、
又
は
こ
れ
を
一
時
貸
与
し
、
若
し

く
は
引
き
渡
す
こ
と
。

二

そ
の
保
管
す
る
証
拠
物
の
閲
覧
若
し
く
は
謄
写
を
許
し
、
又
は
こ
れ
を
一
時
貸
与
し
、
若
し
く
は
引
き
渡
す
こ
と
。

三

そ
の
保
管
す
る
電
磁
的
記
録
の
閲
覧
若
し
く
は
謄
写
を
許
し
、
又
は
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記

載
し
、
若
し
く
は
記
録
し
た
書
面
若
し
く
は
電
磁
的
記
録
で
あ
っ
て
そ
の
内
容
が
そ
の
保
管
す
る
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ

れ
て
い
る
事
項
と
同
一
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
さ
れ
た
も
の
を
作
成
し
て
提
供
す
る
こ
と
。

２

前
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
保
管
す
る
電
磁
的
記
録
の
閲
覧
は
、
そ
の
内
容
を
表

示
し
た
も
の
を
閲
覧
し
、
又
は
そ
の
内
容
を
再
生
し
た
も
の
を
視
聴
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
と
し
、
当
該
電
磁
的
記
録
の
謄

写
は
、
こ
れ
を
複
写
し
、
若
し
く
は
印
刷
し
、
又
は
そ
の
内
容
を
表
示
し
若
し
く
は
再
生
し
た
も
の
を
記
載
し
若
し
く
は
記

録
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
日
本
国
の
法
令
に
よ
る
罪
に
係
る
事
件
以
外
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て
の
協
力
）

第
八
条

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
締
約
国
軍
隊
か
ら
、
日
本
国
の
法
令
に
よ
る
罪
に
係
る
事
件
以
外
の
刑
事
事
件
に
つ

き
、
締
約
国
軍
隊
の
構
成
員
又
は
締
約
国
軍
隊
の
文
民
構
成
員
の
逮
捕
の
要
請
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
逮
捕
し
、
又
は



検
察
事
務
官
若
し
く
は
司
法
警
察
職
員
に
逮
捕
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
逮
捕
の
要
請
が
あ
っ
た
者
が
、
人
の
住
居
又
は
人
の
看
守
す
る
邸
宅
、
建
造
物
若
し
く
は
船
舶

内
に
い
る
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
裁
判
官
の
許
可
を
得
て
、

そ
の
場
所
に
入
り
そ
の
者
を
捜
索
し
、
又
は
検
察
事
務
官
若
し
く
は
司
法
警
察
職
員
に
そ
の
場
所
に
入
り
そ
の
者
を
捜
索
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
追
跡
さ
れ
て
い
る
者
が
そ
の
場
所
に
入
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
急
速
を
要
し
裁

判
官
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
許
可
を
得
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
締
約
国
軍
隊
の
構
成
員
又
は
締
約
国
軍
隊
の
文
民
構
成
員
を
逮
捕
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
検
察
官

又
は
司
法
警
察
員
か
ら
、
そ
の
者
を
締
約
国
軍
隊
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

司
法
警
察
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
締
約
国
軍
隊
の
構
成
員
又
は
締
約
国
軍
隊
の
文
民
構
成
員
を
引
き
渡
し
た
と
き

は
、
そ
の
旨
を
検
察
官
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
締
約
国
軍
隊
そ
の
他
の
締
約
国
の
権
限
あ
る
当
局
か
ら
、
日
本
国
の
法
令
に
よ
る
罪

に
係
る
事
件
以
外
の
刑
事
事
件
に
つ
き
、
協
力
の
要
請
を
受
け
た
と
き
は
、
参
考
人
を
取
り
調
べ
、
実
況
見
分
を
し
、
又
は

書
類
そ
の
他
の
物
の
所
有
者
、
所
持
者
若
し
く
は
保
管
者
に
そ
の
物
の
提
出
を
求
め
、
若
し
く
は
電
磁
的
記
録
の
保
管
者
若



し
く
は
こ
れ
を
利
用
す
る
権
限
を
有
す
る
者
に
そ
の
電
磁
的
記
録
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
検
察
事
務
官
又
は
司
法
警
察
職
員
に
前
項
の
処
分
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
処
分
に
際
し
て
は
、
検
察
官
、
検
察
事
務
官
又
は
司
法
警
察
職
員
は
、
そ
の
処
分
を
受
け
る
者
に
対
し
て
締
約

国
軍
隊
そ
の
他
の
締
約
国
の
権
限
あ
る
当
局
の
要
請
に
よ
る
旨
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
衛
隊
員
へ
の
準
用
）

第
十
条

第
五
条
の
規
定
は
、
締
約
国
の
権
限
あ
る
当
局
か
ら
、
自
衛
隊
員
（
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五

号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
隊
員
で
あ
っ
て
、
円
滑
化
協
定
に
基
づ
い
て
、
我
が
国
と
締
約
国
と
の
間
で
合
意
し
た
活

動
に
関
連
し
て
、
締
約
国
の
同
意
を
得
て
締
約
国
内
に
所
在
す
る
も
の
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
日
本

国
の
法
令
に
よ
る
罪
を
犯
し
た
も
の
を
引
き
渡
す
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
七
条
の
規
定
は
、
締
約
国
の
権
限
あ
る
当
局
か
ら
、
自
衛
隊
員
が
犯
し
た
罪
に
係
る
刑
事
事
件
の
審
判
又
は
捜
査
の
た

め
に
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
申
出
が
あ
っ
た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
刑
事
補
償
）

第
十
一
条

刑
事
補
償
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
一
号
）
又
は
少
年
の
保
護
事
件
に
係
る
補
償
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年



法
律
第
八
十
四
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
締
約
国
軍
隊
そ
の
他
の
締
約
国
の
権
限
あ
る
当
局
に
よ
る
抑
留
又
は
拘

禁
は
、
刑
事
訴
訟
法
に
よ
る
抑
留
若
し
く
は
拘
禁
又
は
少
年
の
保
護
事
件
に
係
る
補
償
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
二

号
に
掲
げ
る
身
体
の
自
由
の
拘
束
と
み
な
す
。

第
四
章

国
の
賠
償
責
任
の
特
例

（
職
務
遂
行
に
係
る
賠
償
責
任
）

第
十
二
条

締
約
国
軍
隊
の
構
成
員
又
は
締
約
国
軍
隊
の
文
民
構
成
員
が
、
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
日
本
国
内
に
お
い
て

違
法
に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
と
き
は
、
国
の
公
務
員
が
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
違
法
に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
場
合

の
例
に
よ
り
、
国
が
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。

（
工
作
物
等
の
設
置
等
に
係
る
賠
償
責
任
）

第
十
三
条

締
約
国
軍
隊
が
占
有
し
、
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
土
地
の
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が

か

し

あ
っ
た
た
め
に
日
本
国
内
に
お
い
て
他
人
に
損
害
を
生
じ
た
と
き
は
、
国
が
占
有
し
、
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
土
地
の
工

作
物
そ
の
他
の
物
件
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
た
め
に
他
人
に
損
害
を
生
じ
た
場
合
の
例
に
よ
り
、
国
が
そ
の
損

害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。



（
適
用
除
外
）

第
十
四
条

前
二
条
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
損
害
に
は
、
適
用
し
な
い
。

一

締
約
国
軍
隊
の
構
成
員
又
は
締
約
国
軍
隊
の
文
民
構
成
員
が
被
っ
た
損
害

二

民
間
の
保
険
に
よ
る
塡
補
の
対
象
と
な
る
車
両
の
使
用
に
起
因
す
る
損
害
（
当
該
保
険
が
塡
補
す
る
部
分
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）

三

契
約
に
基
づ
き
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
損
害

四

特
殊
海
事
損
害
（
船
舶
の
航
行
若
し
く
は
運
用
若
し
く
は
貨
物
の
船
積
み
、
運
送
若
し
く
は
陸
揚
げ
か
ら
生
じ
、
又
は

こ
れ
ら
に
関
連
し
て
生
ず
る
財
産
に
対
す
る
損
害
（
我
が
国
と
締
約
国
と
の
間
の
合
意
に
よ
り
決
定
す
る
損
害
を
除

く
。
）
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

第
五
章

特
殊
海
事
損
害
に
係
る
賠
償
の
請
求
に
つ
い
て
の
援
助

（
請
求
の
あ
っ
せ
ん
の
申
請
）

第
十
五
条

特
殊
海
事
損
害
を
被
っ
た
日
本
国
民
又
は
日
本
国
法
人
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
被
っ
た

損
害
に
つ
い
て
締
約
国
に
対
し
て
行
う
賠
償
の
請
求
の
あ
っ
せ
ん
を
防
衛
大
臣
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



（
請
求
の
あ
っ
せ
ん
）

第
十
六
条

防
衛
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
請
求
の
あ
っ
せ
ん
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
請
求
の

あ
っ
せ
ん
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
請
求
の
理
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
訴
訟
の
援
助
）

第
十
七
条

政
府
は
、
前
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
当
該
あ
っ
せ
ん
の
申
請
を
し
た
者
に
係
る
請
求
が
解
決
さ

れ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
締
約
国
の
裁
判
所
に
当
該
請
求
に
係
る
訴
訟
を
提
起
す
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
訴
訟
に
関
す
る
費
用
の
立
替
え
そ
の
他
当
該
訴
訟
に
つ
い
て
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
立
替
金
に
は
、
利
息
を
付
さ
な
い
。

（
立
替
金
の
償
還
等
）

第
十
八
条

政
府
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
費
用
の
立
替
え
を
受
け
た
者
に
係
る
訴
訟
が
終
了
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

立
替
金
を
償
還
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
償
還
金
の
支
払
を
猶
予
し
、
又
は

立
替
金
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
償
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則



（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
附
則
第
五
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
調
整
規
定
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に

対
応
す
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第

号
。
以
下
「
刑
事
訴
訟
法
等
一
部

改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
六
条
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
刑
事
訴
訟
法
第
百
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
当
該
電
磁
的
記
録

提
供
命
令
に
よ
り
電
磁
的
記
録
を
提
供
さ
せ
る
こ
と
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
」
と

い
う
」
と
あ
る
の
は
「
記
録
命
令
付
差
押
え
（
記
録
命
令
付
差
押
状
の
執
行
を
含
む
」
と
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
電
磁
的
記

録
提
供
命
令
又
は
検
証
」
と
あ
る
の
は
「
検
証
」
と
す
る
。

２

施
行
日
か
ら
刑
事
訴
訟
法
等
一
部
改
正
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
及

び
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第



七
条
第
一
項
（
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
第
九
条
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第
二
項
中
「
証
拠
物
並
び
に
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他

人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の

用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
証
拠
物
」
と
、
第
五
条
第
一
項
中
「
に
つ
い
て
刑
事
訴
訟

法
第
二
百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
と
っ
て
」
と
あ
る
の
は
「
を
示
し
て
」
と
、
「
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
刑
事

訴
訟
法
」
と
、
「
提
供
」
と
あ
る
の
は
「
交
付
」
と
、
「
に
つ
い
て
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
と
っ
て
」
と
あ
る

の
は
「
を
示
し
て
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
百
五
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
五
条
第
二
項
」
と
、
第
七
条
第

一
項
中
「
若
し
く
は
証
拠
物
又
は
電
磁
的
記
録
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
証
拠
物
」
と
、
「
次
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
又

は
第
二
号
に
」
と
、
第
九
条
第
一
項
中
「
提
出
を
求
め
、
若
し
く
は
電
磁
的
記
録
の
保
管
者
若
し
く
は
こ
れ
を
利
用
す
る
権

限
を
有
す
る
者
に
そ
の
電
磁
的
記
録
の
提
出
」
と
あ
る
の
は
「
提
出
」
と
す
る
。

３

第
七
条
第
二
項
（
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
施
行
日
か
ら
刑
事
訴
訟
法
等
一
部

改
正
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

（
他
の
法
律
の
廃
止
）



第
三
条

次
に
掲
げ
る
法
律
は
、
廃
止
す
る
。

一

日
本
国
の
自
衛
隊
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
防
軍
と
の
間
に
お
け
る
相
互
の
ア
ク
セ
ス
及
び
協
力
の
円
滑
化
に
関
す
る
日

本
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
の
協
定
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
二
十
六
号
）

二

日
本
国
の
自
衛
隊
と
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
の
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
相
互
の
ア
ク
セ

ス
及
び
協
力
の
円
滑
化
に
関
す
る
日
本
国
と
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
と
の
間
の
協
定
の
実

施
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）

（
前
条
の
規
定
に
よ
る
法
律
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
同
条
各
号
に
掲
げ
る
法
律
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
し
た
処
分
、

手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
相
当
す
る
規
定
に
よ
り
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為

と
み
な
す
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

附
則
第
二
条
及
び
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め

る
。



（
刑
事
訴
訟
法
等
一
部
改
正
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

刑
事
訴
訟
法
等
一
部
改
正
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
五
条
を
削
り
、
第
三
十
六
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

附
則
第
一
条
第
三
号
中
「
、
第
三
十
四
条
中
日
本
国
の
自
衛
隊
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
防
軍
と
の
間
に
お
け
る
相
互
の
ア

ク
セ
ス
及
び
協
力
の
円
滑
化
に
関
す
る
日
本
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
の
協
定
の
実
施
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
改
正

規
定
、
第
三
十
五
条
中
日
本
国
の
自
衛
隊
と
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
の
軍
隊
と
の
間
に
お
け

る
相
互
の
ア
ク
セ
ス
及
び
協
力
の
円
滑
化
に
関
す
る
日
本
国
と
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
と
の

間
の
協
定
の
実
施
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
改
正
規
定
」
を
削
り
、
「
第
三
十
六
条
」
を
「
第
三
十
四
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
二
条
中
「
第
三
十
六
条
」
を
「
第
三
十
四
条
」
に
改
め
る
。

（
防
衛
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
三
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
十
二

日
本
国
の
自
衛
隊
と
我
が
国
以
外
の
締
約
国
の
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
相
互
の
ア
ク
セ
ス
及
び
協
力
の
円
滑
化



に
関
す
る
日
本
国
と
我
が
国
以
外
の
締
約
国
と
の
間
の
協
定
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第

号
）

第
十
二
条
又
は
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
請
求
の
処
理
及
び
同
法
第
五
章
の
規
定
に
よ
る
特
殊
海
事
損
害
に
係
る
賠

償
の
請
求
に
つ
い
て
の
援
助
に
関
す
る
こ
と
。



理

由

防
衛
の
分
野
に
係
る
円
滑
化
協
定
に
係
る
法
制
の
簡
素
化
及
び
円
滑
化
協
定
の
適
確
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
我
が
国
が

締
結
し
た
円
滑
化
協
定
の
実
施
に
関
す
る
諸
法
律
を
統
合
す
る
と
と
も
に
、
今
後
締
結
す
る
円
滑
化
協
定
の
実
施
に
備
え
て
、

道
路
運
送
法
及
び
道
路
運
送
車
両
法
の
適
用
除
外
、
刑
事
手
続
等
の
特
例
、
国
の
賠
償
責
任
の
特
例
並
び
に
特
殊
海
事
損
害
に

係
る
賠
償
請
求
の
援
助
に
関
す
る
措
置
に
関
し
共
通
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提

出
す
る
理
由
で
あ
る
。


